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社会保険診療報酬支払基金への特定健康診査・特定保健指導

機関の登録について

　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

　さて、平成20年度からの特定健診・特定保健指導の実施に向けて、

医療保険者から特定健診・特定保健指導を受託する機関（以下、健診等

機関）は、社会保険診療報酬支払基金（以下、支払基金）の都道府県支

部において、登録が必要となります。

　保険医療機関につきましては、健診等機関コードは、すでに付番され

ている保険医療機関番号と同様の番号となりますが、特定健診・特定保

健指導を受託する意向がある旨の届出は必須であります。

　登録に際しては、所定の届出用紙に必要事項を記入の上、健診等機関

の所在する都道府県の支払基金支部へ提出することとなっております。

届出用紙につきましては、支払基金のホームページ（http：／／www．ssk．・r．

jp／）からダウンロードするか、支払基金支部においても入手できるこ

ととなっており、登録は随時受け付けられることになっています。

　なお、健診等機関の基本情報は、支払基金のホームページで公開され

ることになっています。また、地域医師会としての一括の届出（個々の

健診等機関の記入は必要）、及び振込先を地域医師会とすることも可能

であることを支払基金との問で確認しております。

　支払基金から保険医療機関宛に対しては、別紙リーフレットが送付さ

れることとなっておりますが、貴会には届出用紙と併せてお送りさせて

いただきますので、本件についてご了知のうえ、貴会管下郡市区医師会、

及び会員等への周知方、よろしくご高配のほどお願い申し上げます。

　なお、国保連等決済を処理する他の代行機関への費用請求の届出につ

きましては、別途お知らせする予定でありますことを申し添えます。



iとしての登録が必要となり蓋す。
ヨ

1登録されヒ健診等磯藺には「健診等機関コード」が何番され．契約する医療保険者

　

1に対し特定量診等質用の請求が可能となります。
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